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流体圧P(I ,i)および管壁の半径方向の変位 u,(Z,i)について一次元的な場を考える｡ 軸方
向の流体の流れに関するNavier-Stokes方程式並びに非圧縮性流体の連続の式はそれぞれ
∂vz l ∂P



















































































訂 ,p～,㌻ ∝ exp t i (kz′-a, t′))
を推定すると,われわれの非線形問題に対して次の線形分散関係が得られる｡
























従属変数 T,p～,TはEとTだけの関数と推定されているので非線形方程式 (10)は EとT の
微分演算子の項で書かれる｡これに(18)を代入して,Eの次数の等しい項を集めて次の方程
式系をうる.60に比例する項は(ll)式を与え, Eに比例する項から
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が得られる. (19C)からpl- (292/(1+7.))γ1が得られるO (19a)(19b) を積分
して, ul-pl/9+f(T), Vl- (29/(1+T.))γ1+ ?(I)をうるが, uz-Oで P
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これ らの KdV方程式の単一ソリトン解と変換の式 (18)(17)(13)(7)(8)を用いて,流
逮,圧力および壁の半径方向の変位についての単一ソリトン解がそれぞれ次の形で得られる｡
uz(I,i)-昔 co;2sech2lf(I-vH-∂] ,









式 (22)の第 3項を捨てた式から t=a./2K(vz,),nと見積もられる｡ ここでdoは初期脈波の





度 yC｡(1+k2)~1/2や (27)のソリトンの位相速度 Vは9によっているので7.の関数であ

























セル ･オー トマ トン系の統計的性質
京大･理 相沢洋二,西川郁子
東大･教養 金子邦彦
空間格子点 i上で定義された離散的な変数 oiを考える. 時間発展が離散時間nで-唯的な
写像で決まる系を素朴なセル･オートマトン系と呼ぶ｡
oin'1-F(tojn')), (n′≦n, i,j- 1,2,- ,N )
中枢神経系の機能や形態形成のメタファー的モデルとして広い応用範囲を持っている｡ 最近で
は,複雑な非線形場のパターン運動の基本的性質を調べる上からもセル･オートマトン系の統
計現象に強い関心が向けられている｡
偏微分方程式に従う非線形場の振舞いと本質的に異る側面に注目すると,次のような事柄が
理論的にも重要であろうと考えられる｡
1. C･A系では本質的に離散量を扱っているので,可微分構造に立脚したこれまでの理論に代
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